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な
る
集
会
所
の
整
備
を
予
定
し
、
23
戸

の
追
加
分
譲
を
予
定
し
て
い
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
変
更
の
予
定
は
な
い
が
、

第
２
期
分
譲
の
販
売
状
況
に
よ
っ
て
、

一
部
変
更
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

□問
　
下
水
道
管
の
敷
設
に
つ
い
て
。

□答　

実
施
設
計
前
に
、
本
事
業
の
設
計

会
社
と
上
下
水
道
の
専
門
の
設
計
事
務

所
と
協
議
し
た
結
果
、
合
併
浄
化
槽
の

処
理
水
は
、
河
川
に
流
し
て
も
法
的
に

水
質
上
問
題
の
な
い
水
で
あ
り
、
通
常

は
、一
般
の
排
水
路
に
流
す
こ
と
。ま
た
、

終
末
処
理
施
設
を
設
置
し
な
い
で
、
下

水
道
管
を
敷
設
す
る
例
は
あ
ま
り
な
い

こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
下
水
道
管
の
敷

設
は
行
わ
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。
仮

に
下
水
道
管
を
敷
設
し
て
い
た
と
し
て

も
、
合
併
浄
化
槽
で
処
理
さ
れ
た
水
は

汚
水
で
は
な
い
た
め
、
下
水
道
管
を
引

き
込
む
必
要
は
な
く
、
一
般
の
排
水
路

に
流
す
方
が
、
工
事
費
が
安
く
上
が
る

こ
と
に
な
る
。

　

分
譲
価
格
を
抑
え
て
若
者
の
定
住
を

啓
発
促
進
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
、

建
築
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
る
方
法

を
選
択
し
た
。

□問
　
造
成
地
の
１
番
か
ら
12
番
、
13
番

か
ら
24
番
を
同
じ
く
水
平
に
し
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
。

□答　

分
譲
地
の
敷
地
高
は
、
隣
接
す
る

道
路
面
か
ら
平
均
10
〜
20
㎝
程
度
高
く

な
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。

　

南
北
の
道
路
の
高
さ
の
差
は
、
30
㎝

程
度
あ
り
、
仮
に
水
平
に
す
る
と
南
側

の
敷
地
に
は
道
路
面
と
の
高
さ
調
整
の

た
め
の
余
分
な
壁
が
必
要
と
な
る
。

　

水
平
に
し
な
い
で
、
高
さ
の
差
を
按あ

ん

分ぶ
ん

す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
面
と
の
取
り

合
わ
せ
を
良
く
し
、
土
留
め
の
た
め
の

壁
を
な
く
す
よ
う
に
設
定
し
た
。

□問
　
側
溝
の
放
流
先
を
自
然
吸
い
込
み

に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

□答　

仮か
り
ち
ん沈
砂さ

池ち

は
、
土
地
造
成
中
に
発

生
す
る
濁
水
（
土
砂
水
）
を
一
時
的
に

貯
め
て
、
沈ち

ん

砂さ

さ
せ
る
た
め
に
設
け
て

お
り
、
開
発
工
事
に
伴
う
必
要
な
仮
設

施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
計
画
は
、
１
期
、
２
期
、
３
期
工

事
に
分
か
れ
て
お
り
、
ま
だ
、
排
水
系

統
が
未
完
成
の
た
め
、
造
成
済
み
の
側

溝
の
排
水
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地

内
の
雨
水
も
同
様
に
仮
沈
砂
池
に
流
れ

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

仮
沈
砂
池
内
の
土
の
透
水
性
が
高
い

こ
と
、
流
入
す
る
水
が
現
在
は
少
な
い

こ
と
か
ら
、
ご
指
摘
の
自
然
吸
い
込
み

の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
２
期
工
事
で
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
県
と
協
議
を
行
っ
た
次
第
で

あ
る
。

　

そ
れ
以
上
の
措
置
を
す
る
場
合
、
造

成
済
み
の
側
溝
か
ら
流
出
す
る
排
水
は
、

沈
砂
池
を
迂
回
さ
せ
て
小
規
模
な
沈
砂

池
（
桝
程
度
）
か
ら
放
流
す
る
か
、
工

事
規
模
が
大
き
く
な
る
が
、
仮
設
沈
砂

池
に
防
水
シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
２

期
工
事
で
の
整
備
と
し
て
考
え
て
い
る
。

◎
公
営
住
宅
延
川
団
地
新
築
工
事
に
つ
い
て

□問
　
平
成
20
年
度
に
お
い
て
延
川
住
宅

３
期
工
事
が
15
社
指
名
に
な
っ
た
理
由

に
つ
い
て
。

□答　

指
名
業
者
は
、
入
札
の
公
正
を
期

す
た
め
に
、
鬼
北
町
競
争
参
加
資
格
審

査
会
で
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
当
該
入

札
は
、
競
争
参
加
資
格
申
請
書
を
提
出

し
て
い
る
業
者
で
選
定
を
行
っ
た
。
な

お
、
入
札
参
加
業
者
は
、
平
成
18
年
度

は
13
社
、
平
成
19
年
度
は
14
社
だ
っ
た

が
、
今
回
は
、
１
社
に
つ
い
て
企
業
体

の
解
散
に
よ
る
変
更
と
、
新
規
の
企
業

体
を
１
社
選
定
し
、
15
社
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

□問
　
新
し
く
参
加
し
た
業
者
が
こ
れ
ま

で
よ
り
安
く
落
札
し
た
結
果
の
分
析
に

つ
い
て
。

□答　

落
札
業
者
は
、
前
年
度
も
指
名
業

者
で
あ
り
、
新
し
く
指
名
し
た
業
者
で

は
な
い
。
落
札
結
果
は
、
公
正
な
競
争

の
中
で
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

□問
　
平
成
20
年
度
Ｉ
棟
か
ら
Ｌ
棟
の
外

形
、
間
取
り
等
は
、
１
期
、
２
期
工
事

と
変
わ
っ
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
か
。

□答　

延
床
面
積
、
間
取
り
等
は
、
平
成

19
年
度
建
築
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

□問
　
入
札
を
辞
退
し
た
業
者
の
辞
退
理

由
に
つ
い
て
。

□答　

指
名
し
て
い
る
以
上
、
応
札
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
発
注
者
と
し
て
期
待

し
て
お
り
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。

□問
　
入
札
当
日
、
落
札
業
者
を
決
定
せ

ず
、
後
日
通
達
し
た
こ
と
、
工
事
費
内

訳
書
を
今
ま
で
提
出
さ
せ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
。

□答　

今
回
の
入
札
は
、
談
合
情
報
を
受

け
、
鬼
北
町
談
合
情
報
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
鬼
北
町
公
正
入
札
調
査

委
員
会
で
審
議
し
た
。
審
議
の
結
果
、

談
合
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
値
す

る
と
の
結
論
に
達
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど

お
り
指
名
業
者
の
事
情
聴
取
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
再
度
、
鬼
北
町
公
正
入
札

調
査
委
員
会
で
審
議
し
、
談
合
の
事
実

が
確
認
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
、

予
定
ど
お
り
入
札
を
執
行
し
た
。

　

た
だ
し
、
入
札
執
行
の
際
、
指
名
業

者
に
「
刑
法
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
、

か
つ
私
的
独
占
の
禁
止
お
よ
び
公
正
取

引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
関
係

法
令
を
遵
守
し
、
公
正
お
よ
び
公
平
を

害
す
る
よ
う
な
行
為
は
し
な
い
」
と
い

う
誓
約
書
の
提
出
と
工
事
費
内
訳
書
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
入
札
の
執
行
後
、
落
札
決
定

を
保
留
し
、
工
事
費
内
訳
書
に
談
合
の

形
跡
が
な
い
か
審
査
し
、
落
札
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
。
工
事
費
内
訳
書
の

提
出
は
、
談
合
情
報
を
受
け
て
執
行
し

た
入
札
で
あ
る
た
め
、
提
出
を
求
め
た

が
、
通
常
の
入
札
で
は
求
め
て
い
な
い
。

□問
　
今
後
の
予
定
価
格
公
表
に
つ
い
て
。

□答　

国
で
は
、
予
定
価
格
の
入
札
執
行

前
の
事
前
公
表
を
行
っ
て
い
な
い
。
地

方
公
共
団
体
は
、
法
令
上
の
制
約
が
な

い
こ
と
か
ら
、
各
団
体
で
適
切
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
国
と
異
な
り
、
事
前

公
表
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

最
近
の
国
か
ら
の
要
請
文
書
で
は
、
予

定
価
格
の
事
前
公
表
の
取
り
や
め
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
予
定

価
格
を
公
表
す
る
と
、
そ
の
価
格
が
目

安
と
な
っ
て
適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
に

く
く
な
る
こ
と
、
建
設
業
者
の
見
積
努

力
を
損
な
わ
せ
る
こ
と
、
談
合
が
一
層

容
易
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
弊
害
が
生
じ
る
た
め
で
あ
る
。


